
６月定例議会行政報告（その１） ６月定例議会行政報告（その１）

　
平
成
26
年
6
月
定
例
議
会
は
、
6
月
17
日
に
開
会
、
27
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案

の
大
綱
質
疑
、
ま
た
、
19
日
と
20
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

23
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
27
日
の

最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

６
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

  

総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
岩
手

県
山
田
町
を
引
き
続
き
支
援
す
る
た
め
、

５
月
１
日
よ
り
職
員
の
長
期
派
遣
を
行
っ

て
い
ま
す
。
期
間
は
12
月
末
ま
で
の
８
か

月
間
で
、
家
屋
や
土
地
の
現
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
整
備
等

を
支
援
し
ま
す
。

　
５
月
12
日
に
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
と
災
害
時
に
お
け
る
液
化
石

油
ガ
ス
及
び
応
急
対
策
用
資
機
材
の
調
達

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
５
月
26
日
に
消
防
本
部
と
合
同
で
秋
田

県
北
秋
田
地
域
振
興
局
を
会
場
に
、
大
規

模
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
訓
練
で
は
、
近
隣
自
治
会
員
と

の
連
携
に
よ
る
要
救
助
者
の
救
出
、
初
期

消
火
、
応
急
救
護
を
行
い
災
害
発
生
時
の

初
動
対
応
、
救
助
救
急
活
動
、
情
報
収
集

活
動
等
各
々
の
役
割
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
に
消
防
本
部
と
合
同
で
阿
仁

前
田
桂
坂
地
区
を
会
場
に
、
大
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
を
想
定
し
た
全
国
統
一
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
桂
坂
自
治
会
員
の

避
難
誘
導
訓
練
、
通
報
訓
練
、
防
災
講
座

等
を
行
い
、
災
害
発
生
時
の
初
動
対
応
と

土
砂
災
害
の
知
識
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
の

「
特
設
人
権
相
談
所
」
の
設
置
や
６
月
８

日
の
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
会

場
で
の
啓
発
活
動
、
ま
た
、
５
月
26
日
か

ら
市
内
12
校
の
小
中
学
校
に
お
い
て
「
人

権
の
花
運
動
」
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
人

権
擁
護
委
員
の
活
動
に
よ
っ
て
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

一
新
し
４
月
１
日
か
ら
公
開
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
者
が
目
的
の
情
報
に
た
ど
り
着
き
や

す
い
よ
う
な
サ
イ
ト
構
成
に
す
る
と
と
も

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
課
で
の
ペ
ー
ジ
作
成
を
可

能
と
す
る
こ
と
で
、
情
報
発
信
の
迅
速
化

を
図
り
ま
し
た
。

　
３
月
21
日
、
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部

教
授
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
日
比
野
克
彦
氏

を
講
師
に
迎
え
、
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２

０
１
４
に
お
い
て
北
秋
田
市
で
実
施
す
る

造
船
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
28
日
に
国
民
文

化
祭
北
秋
田
市
実
行
委
員
会
の
第
３
回
総

会
を
開
催
し
、
本
番
を
迎
え
る
本
年
度
の

予
算
や
事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
阿
仁
地
区
出
身
者
に
よ
る
「
東
京
圏
あ

に
会
」
総
会
が
、
５
月
25
日
に
東
京
都
台

東
区
内
で
開
催
さ
れ
、
約
１
７
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
地
域
振
興
局
と
市
の
意
見
交
換

会
を
５
月
27
日
に
開
催
し
、
地
域
防
災
力

の
強
化
や
観
光
振
興
、
道
路
整
備
な
ど
、

県
・
市
の
重
点
推
進
事
項
の
確
認
と
連
携

強
化
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
第
３
回
秋
田
内
陸
線
の
り
も
の
ま
つ
り

が
、
５
月
17
日
と
18
日
の
２
日
間
、
阿
仁

合
駅
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
市
内
外

の
家
族
連
れ
な
ど
、
両
日
で
約
２
５
０
０

人
の
来
場
者
を
数
え
、
盛
会
裏
に
終
了
し

ま
し
た
。

　
秋
田
県
と
仙
北
市
、
北
秋
田
市
、
会
社

の
４
者
で
締
結
し
た
「
秋
田
内
陸
線
の
持

続
的
運
行
に
係
る
基
本
合
意
」
で
、
経
営

損
失
額
２
億
円
以
内
と
す
る
目
標
は
、
各

種
支
援
団
体
、
沿
線
自
治
会
等
の
協
力
に

よ
り
、
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。

  

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
26
年
１
月
23
日
か
ら
５
月
20
日
ま

で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以

上
）
は
62
件
、
契
約
額
は
24
億
７
９
２
６

万
４
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
26
年
度
の
当
初
課
税
状
況
は
、
軽

自
動
車
税
が
課
税
台
数
1
万
６
２
８
７
台

で
課
税
額
は
７
６
６
６
万
４
千
円
、
固
定

資
産
税
は
、
納
税
義
務
者
数
が
１
万
６
５

７
１
人
、
課
税
額
は
15
億
２
０
２
２
万
６

千
円
で
す
。

　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

平
成
25
年
度
の
ご
み
の
搬
入
量
は
、
北
秋

田
市
分
が
１
万
１
６
３
６
ト
ン
で
、
前
年

比
で
65
ト
ン
減
少
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、

可
燃
物
９
５
９
４
ト
ン
で
前
年
比
80
ト
ン

の
減
、
不
燃
物
５
０
２
ト
ン
で
前
年
比
21

ト
ン
の
増
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
７
品
目
６
０

８
ト
ン
で
前
年
比
12
ト
ン
の
減
、
古
紙
類

９
３
２
ト
ン
で
前
年
比
６
ト
ン
の
増
で
す
。

　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
は
、
４
月
20
日

の
早
朝
に
市
内
全
域
（
森
吉
・
阿
仁
地
区

は
20
日
以
外
複
数
日
実
施
）
で
実
施
さ
れ
、

約
５
８
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
市
民
課

　
国
民
健
康
保
険
の
４
月
１
日
現
在
の
加

入
世
帯
数
は
５
６
６
０
世
帯
で
、
被
保
険

者
数
は
８
９
３
８
人
（
一
般
被
保
険
者
数

８
０
４
２
人
、
退
職
被
保
険
者
数
８
９
６

人
）、
そ
の
う
ち
前
期
高
齢
者
は
４
１
５

５
人
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
４
月
１
日
現

在
の
被
保
険
者
数
は
８
０
３
３
人
、
う
ち

若
年
障
害
者
認
定
数
は
２
１
３
人
で
す
。

    

健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
冬
期
間
の
採
暖
用
燃
料
の
多
く
を
占
め

る
家
庭
用
灯
油
等
の
価
格
高
騰
に
対
応
し
、

低
所
得
者
世
帯
の
う
ち
、
高
齢
者
世
帯
１

５
７
２
世
帯
、
障
害
者
世
帯
３
１
７
世
帯
、

ひ
と
り
親
世
帯
95
世
帯
、
生
活
保
護
受
給

世
帯
２
３
３
世
帯
の
計
２
２
１
７
世
帯
に

対
し
、
灯
油
購
入
費
等
の
助
成
を
行
い
ま

し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
昨
年
12
月

１
日
現
在
48
人
が
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
39
人
の
方
々
に
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
保
育
所
入
所
は
、
４
月

１
日
現
在
、
公
立
保
育
園
４
５
９
人
（
定

員
６
２
６
人
）、
私
立
保
育
園
３
６
６
人

（
定
員
３
６
０
人
）の
合
計
８
２
５
人
で
す
。 　

ひ
と
り
親
家
庭
就
学
祝
金
は
、
小
学
校

及
び
中
学
校
へ
の
入
学
時
の
経
済
支
援
と

し
て
、
本
年
度
は
小
学
生
18
人
（
前
年
度

17
人
）、
中
学
生
34
人
（
前
年
度
39
人
）

の
児
童
生
徒
に
交
付
し
ま
し
た
。　

■
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
平
成
25

年
度
実
績
は
、
高
齢
者
障
害
者
等
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
登
録
者
数
４
４
１
人
（
前
年

度
４
４
６
人
）
で
、
延
べ
利
用
回
数
は
４

０
７
０
回
で
す
。
食
の
自
立
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
登
録
者
数
は
２
４
１
人
（
前
年
度
２

２
７
人
）
で
、
延
べ
３
万
３
１
０
食
を
提

供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
介
護
慰
労
金

は
、
在
宅
で
の
介
護
支
援
と
し
て
、
２
０

４
人
（
前
年
度
２
６
１
人
）
の
方
々
へ
交

付
し
ま
し
た
。

　
福
祉
の
雪
事
業
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
、
登
録

者
数
は
１
５
３
３
人
（
前
年
度
２
１
４
１

人
）
で
、
延
べ
利
用
回
数
は
１
万
６
８
６

回
で
す
。

　
介
護
保
険
の
４
月
末
現
在
の
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
数
は
２
８
１
６
人
で
、
そ

の
う
ち
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
２
３
７
２
人
、

認
定
者
数
に
対
す
る
受
給
率
は
84
・
23
％

で
、
前
年
と
比
べ
認
定
者
78
人
、
サ
ー
ビ

ス
受
給
者
72
人
の
増
加
で
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
平
成
25
年
度
の
包
括
的
支
援
事
業
に
お

け
る
総
合
相
談
件
数
は
、
延
べ
９
７
６
件

（
来
所
１
８
６
件
・
電
話
４
９
３
件
・
訪

▲子育て支援の一環として行っている子
育てサークル（にじいろりぼん）

▲阿仁前田の桂坂地区で行われた土砂災
害を想定した訓練

問
２
９
７
件
）
で
、
前
年
比
で
２
９
２
件

増
加
し
ま
し
た
。

■
医
療
健
康
課

　
旧
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
解
体
工
事
は
、

３
月
25
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
阿
仁
診
療
所
整
備
検
討
委
員
会
は
、
５

月
13
日
に
第
１
回
目
を
開
催
し
、
委
嘱
状

交
付
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　
成
人
検
診
事
業
は
、
集
団
検
診
・
医
療

機
関
で
の
個
別
検
診
・
ド
ッ
ク
の
３
方
式

で
実
施
し
、
並
行
し
て
各
種
が
ん
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
不
妊
症
・
不
育
症

治
療
費
助
成
（
幸
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
）
及
び
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助

成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
育

て
支
援
で
は
、
乳
児
健
診
で
の
絵
本
ふ
れ

あ
い
タ
イ
ム
と
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
継
続

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　　

▲のりものまつりで行われた「車両基地
体験」での軌道バイクの試乗

▲多くの住民が参加した鷹巣地区のク
リーンアップ
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